
気象とその変化
(ｲ)天気の変化
㋐霧や雲の発生

対象 ：中２ 理科

ツール・機能：録画機能、共有機能、スライド機能

（プレゼンテーションソフト）

分類 ：思考活動、協働活動



ICT活用のねらい
 1人1台端末を活用し、「気温と飽和水蒸気量との関係の
グラフ」を視覚的に捉えることで湿度の意味を理解でき
るようにします。

霧のでき方を予想する場面では、地元の霧の写真を見る
ことで霧へのイメージをもつとともに、霧のでき方を考
えるヒントとなるようにします。

前時に撮影した「露点を調べる実験」の動画を各班で視
聴することで、実験を想起し、結果を確認します。

 1人1台端末を活用し、「気温と飽和水蒸気量との関係の
グラフ」をアニメーションを使って視覚的に捉えること
で、課題解決の手立てとできるようにします。



学習の流れ

導入 展開 まとめ

・湿度の計算の復習を行う。

・２枚の写真を見て、霧の
でき方について、自分の
考えをもつ。

・めあてをつかむ

・前時にグループで行った
実験を確認する。

・水滴がどのような仕組み
でできるのか考える。
（個人→グループ）

・水滴のでき方をヒントに、
霧のでき方を再説明し、
まとめる。

天気の変化 7時間（本時３／７）
＜本時の目標＞
霧のでき方を気温および湿度の変化と飽和水蒸気量と関連付けて表現する。

（思考・判断・表現）

活用ポイント

【共有機能】

活用ポイント

【録画再生機能】

活用ポイント

【スライド機能】

＜まとめ＞
気温が下がると、空気中に含まれて
いた水蒸気量が飽和水蒸気量よりも
多くなる。すると、空気中に含まれ
ていた水蒸気が、水蒸気として含む
ことができなくなり水滴となる。
この水滴が霧となる。

＜めあて＞
霧のでき方を「気温」「飽和水蒸気
量」の言葉を使って、説明できるよ
うになろう。

活用ポイント

【スライド機能】



ここがポイント！

２枚の写真を見て、
霧のでき方について、
自分の考えをもつ。
【共有機能】

地元の素材を使う
ことで、生徒の興
味・関心もUP！！

霧はどのようにして
できるのだろう。



ここがポイント！

前時にグループで行っ
た実験を確認する。
【録画再生機能】

ビデオ撮影した観察
記録を見ることで、
より詳しく復習しま
す。

水温を下げると水
滴ができたな。



ここがポイント！

・水滴がどのような
仕組みでできるの
か考える。

【スライド機能】
（アニメーション）

棒グラフを動かすことで、視覚的
に理解を深めます。

ボタンを押すとこの
棒グラフが左に動き
ます。

・グラフの曲線
⇒飽和水蒸気量
・棒グラフ
⇒水蒸気量(9.4g)



ここがポイント！

グループの意見を整理した後、スライド
に戻り、全体のまとめを行います。

水滴のでき方をヒントに、
霧のでき方を説明し、ま
とめる。
【スライド機能】



＜参考＞板書とグループの意見


